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富山県の亜高山・高山帯の両生類・肥虫類の記録に
は，古くは吉津（1914）のクロサンショウウオ，鏑木
(1934）の立山・黒部の両生類・肥虫類，植木（1962
1964）の立山周辺の両生類・肥虫類の記録があり，近
年では，高山帯を含む富山県両生。l胆虫類研究会
(1987）の記録，湯浅（1994）の立山カルデラ，湯浅
他（1999）の立山地区の報告，南部（2001）の高山帯
を含む富山県の目録がある。しかし、高山帯は調査困
難な地域であるため，両生類。l胆虫類の生息状況は断
片的にしか知られていない。今回，北アルプスの数ヶ
所で筆者らが確認した記録を報告する。
調査地域
2000年～2001年にかけて，大山町高天原周辺（調査
日；2001年，8月2日8月3日9月8日)，上市町早月
尾根（2000年8月12日），上市町大猫平（2001年8月2呈
日)，宇奈月町南越周辺（20()1年7月17日，9月19日）
の標高1,500m以上の地域で調査した(図l)。なお，本
調査は荒木がトンボ類の調査の際に，確認したもので
ある。
高天原（富山県大山町）は，長野県との県境に近い
黒部川源流の岩苔小谷付近に位置し，高天原小屋（2
120m）の背後には，水晶岳（2,977m）がそびえ，赤
牛岳（2,864m)，薬師岳（2,926m）などが連なる。
高天原には広大な池糖を含む湿地が広がり，周りはオ
オシラビソ等の針葉樹で覆われている。高天原小屋か
ら約40分程度離れた場所には夢ノ平と呼ばれる池糖群
や竜晶池が存在する。
*富山市科学文化センター研究業績第271号
1「、ﾆー
1、フミ
図1調査地点。1宇奈月町南越，2上市町大猫平，3上
市町早月尾根，4大山町高天原。
早月尾根（富山県上市町）は，剣岳（2,998m）か
ら北西方向に伸びる尾根である。剣岳への登山道とし
て古くから利用されており，上市町馬場島（760m）
を登山口とする。尾根は急勾配であり痩せ尾根ではあ
るが，松尾平周辺（1,030m)，避難小屋跡地周辺（1,
970m)，早月小屋下部（2，050m）には池，池糖が存
在する。
大猫平（富山県上市町）は猫又山（2,378m）か
ら西南西に伸びる尾根上に位置する大猫山（2,055m）
の南西約1kmに存在する。大猫平（1,850m）への
登山道は，上市町馬場島のブナグラ谷に登山口を持ち，
2001年7月に開通した。大猫平には，大小10数個の池
が見られ，池糖群が分布している。
南越（富山県宇奈月町）は祖母谷温泉（820m）
から唐松岳（2,696m）へ向かう登山道途中に位置し，
餓鬼ノ田圃周辺（1,640m）や避難小屋周辺（1,840m〉
には複数の池，池糖が見られる。
確認した両生類・肥虫類
今回の調査地の標高1,500m以上で確認した両生類
は5種，肥虫類1種である（表l)。地域別では，高天原
周辺で，5種の両生類（クロサンショウウオ的"｡6畑s
"Zgresce"sStejneger，ハコネサンショウウオO"yCﾙo‐
”c〃/"s/‘Ipo"/c"s（Houttuyn)，アズマヒキガエルB,(/b
ﾉ〃o"jc“／bﾉ"I“"sBoulenger，タゴガエルRa"α／噌戯
”go／Okada，モリアオガエルR力acOp方or“”加『e"s
(OkadaetKawano)，早月月尾根では1種の両生類
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表1確認された両生類・IE虫類
＜高天原＞
種名
クロサンショウウオ
ハコネサンショウウァ
アズマヒキガエノ
タゴガエル
モリアオガエノ
シマヘI
＜早月尾根＞
種名
クロサンショウウオ
＜南越＞
種名
クロサンショウウオ
モリアオガェル
＜大猫平＞
種名
クロサンショウウオ
地名 標高('1
トンボヶ原の池 213：
竜晶池 205<‐
210〔
岩苔小谷 210〔
トンボヶ腸 2130
トンボケ原’213（
高天原小屋横湿地 212〔
高天原小屋横湿地 212C
竜晶池 205C
高天原小屋横湿地 212〔
高天原小屋横湿地 212(〕
トンボヶ原の池 213(〕
竜晶池 205C
高天原小屋横登山ガ 212C
地名 標高(､）
避難小屋跡付近の池 197（
早月尾根途中の池糖 205i
地名 標高(、
餓鬼ノ田圃周辺の池 164
餓鬼ノ田圃周辺の池
避難小屋周辺の池
164（
184（
餓鬼ノ田圃周辺の池 164（
餓鬼ノ田圃周辺の池
避難小屋周辺の柵
1640
184
地1 標高(､）
大猫平の池 185（
大猫平の池 1850
調査E 確認状況
2001.8.2 幼生十十十
2001.8.2 幼生十十十
2001．8．3 幼生4ex
2001.9.｛ 幼生lex
2001．8．2 成体3e）
2001．9．8 成体2ex
20()1．8．2 成体十幼体十
2001．9.卜 成体3ex
2001.8.2 成体lex
2()01．8．2 成体5ex
2001.9.［ 成体2ex
2()01．8．2 幼生十十十
2001.8.2 幼生十十十
2001．9.§ 成体lex
調査［ 確認状況
2()()0．8．1 成体十十幼生十十十卵嚢十
2000.8.1 成体十十幼生十十十卵雲十十
調査E 確認状況
20017．1 成体十十幼生十十十卵雲十
2001.9.1 幼生十十
20017171成体十十幼生十十十卵雲十十
2001.7,1 幼生+十十
2001.9.1 幼生十十
2001．7．1 幼生十十十
調査E 確認状況
2001.8.2 幼生十十十
2001．8．2 幼生十十十
+0～10個体、＋+個体数11～50個体，十十十51個体以上
(クロサンショウウオ)，上市町大猫平では2種の両生
類（クロサンショウウオ，モリアオガエル）を確認し
た。肥虫類は薬師沢で，シマヘビE/“ﾙe9"αd>wj堰"α
(Boie）1種だけが確認された。なお，モリアオガエル
とシュレー ゲルアオガエルRﾙαc”方｡,"SSCﾙﾉege肱
(Gunther）の識別は行なわず，本報告ではモリアオガ
エルとして扱ったが，今後の精査が必要である。
確認された両生類の棲息域の標高は，すでに知られ
ている範囲内であった（南部，2001)。
クロサンショウウオの高山での記録は，立山連峰の
奥大日岳（標高2,605m）（植木,1962）や剣岳仙人池
(標高2,080m）（吉淫,1914)，朝日岳周辺（標高2,100
m）（富山県両生･肥虫類研究会,1987）等で知られ，
今回の調査では1,640m～2,050mの範囲で確認した。
卵雲の色は，早月尾根のものでは，半透明なものと透
明なものが混在し，南越では，半透明なものと白色の
138
ものが混在していた。
ハコネサンショウウオは，立山連峰の黒部川東沢
(標高2,700m)，赤城岳（2,580m)，三俣蓮華岳（2,
550m)，五龍岳（2,540m)，立山大観峰（2,316m）
(富山県両生･肥虫類研究会,1987）等が知られ今回
は2,130mの地点で確認した。
アズマヒキガエルは，北アルプス五龍山荘（標高2,
500m)，立山室堂（標高約2,400m)，大日岳（植木,1
962）等で記録され（富山県両生｡肥虫類研究会,1987)，
今回は2,050m～2,150mの範囲で確認できた。タゴガ
エルは，2,310m（立山町室堂）で確認され（南部，
2001)，今回は2,120mで確認できた。モリアオガエル
は成体が大日平（1,700m）で確認されており（南部
2001)，今回は1,640m～2,030mで確認された。
今回確認できた|肥虫類は全長約80cmのシマヘビの
みで，2,120mの草地で目撃された。近くには山小屋
北アルプスの両生類・I胆虫類の記録
へ資材を運ぶへりコプターのへリポートがあり，資材
に入り込んで逃げた可能性もある。富山県のシマヘビ
の最も標高の高い既知産地は1,370mの大山町立山カ
ルデラ（湯浅,1994）である。今回の記録が自然分布
かどうかは今後の精査が必要である。
富山県で，1,500mを越す肥虫類の記録は，ジムグ
リE/〃ﾙeco"SPjc"/"a（Boie）（赤色タイプの個体で
あるアカジムグリ）が立山の標高2,992mで（植木,l菅
66b），アオダイシヨウE/〃ﾙec/""αcQpﾉ70『a（Boie号
が立山弘法平の標高1,600m（湯浅他,1999)，大山町
東笠山の1,665m（富山県両生･肥虫類研究会,1987）
で，ヤマカガシR方a6dbP力/s〃gr加"s〃g"""z{s（Boie＞
が立山弘法平の標高1,600m（湯浅他,1999）で，マム
シ49姉"o“〃6/Cl"hQ戯〕（Boie,）が平村人形山の標高
1,750m（富山県両生･肥虫類研究会,1987）で記録さ
れ，標高2,000mを越す地域の肥虫類の既知種はジム
グリだけである。
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